
野田村 シャレットワークショップ　2012

■グループ分け

　昨年 7月、東京・青森ほか複数の大学が連携し、東日本大震災被災地の復興まちづくりを考える学生主体のシャレットワー

クショップを野田村で行ない、現地に即した復興まちづくりプランを提案を行った。そして、昨年の活動をうけてこれからの

地域主体のさまざまな地域再生・活性化の取り組みを展開していく上で、外からの学生・専門家の意見を役立てていただきた

いとの考えから、2012 年 8 月に第２回シャレットワークショップを実施することとなった。

　また、地域に寄り添ったまち育て活動の考え方を共有する専門家グループとして、野田村に拠点を置くボランティアネット

ワーク「チーム北リアス」と連携した企画として実施された。

　事前ミーティングの検討を受け、５つ班にグループ分けを行った。まとめにおいては生業兼業モデル班以外の４つを取り上

げることとする
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東 京

公園・交通班 中心市街地班 祭りと避難訓練班 生業兼業モデル班 高台移転班

イントロダクション

■野田村シャレットワークショップ 2012 の概要

■日程

　津波により住宅が半壊 ・ ま

たは倒壊した世帯を対象とし

て、 村内の山を切り崩し、 高

台として集団移転することが

計画されている。 　移転先で

の新しいコミュニティなどが問

題として考えられるが、 この

テーマではそれらを基に、 移

転先の団地及び住宅の計画・

集会所の計画を提案し、 新

たなライフスタイルを示唆す

る。

　野田村の魅力のひとつであ

る海産物は津波により甚大な

被害を受けた。 また、 漁場も

破壊され、 産業の立て直しが

急務となっている。 そこで、

このテーマではそのような背

景を基にして、 今後の野田

村において、 「野田村らしい」

生業モデルを提案を行う。

　野田村の海岸沿いの一帯は

復興計画において都市公園

事業予定地となっている。

　この公園はまず、 復興記念

公園としての機能を有すること

と、 今後の野田村の活性化

につながる場として計画を行

う。 また、 野田村の交通体

系の現状を基に、 今後の野

田村での新たな公共交通の

システムの提案を行う。

　このテーマでは、 安心 ・安

全に暮らせる村づくり、 災害

に強い村作りを目的として、

現状の野田村における防災面

での危険な箇所などを調査 ・

検討し、 今後震災が発生した

場合の安全な避難経路を提案

する。

　また、 誰もが楽しく避難訓練

に参加できるような新たな避難

訓練の内容についても提案を

行う。

　野田村の中心市街地は津波

により深刻な被害を受けた。

かつての村の中心であったこ

の場所は土地区画整理事業

が予定されており、 今後復興

を進めて行く上で重要な場所

である。 被災以前からここの

商店街は衰退傾向にあるが、

復興後は野田村が被災前より

も活気のある村となるような商

店街の提案を行う。 　
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公　園

交　通

■コンセプト

広　域

つなぎ、 つむぐ公園”

今後の野田村に必要なもの

都市公園の機能

○追悼・鎮魂

○地域の活性化

○防災・減災

○災害の記録・教訓の伝承

○復興の象徴

　震災の復興記念公園であるためには、 通常の

公園において求められる機能に加えて防災 ・ 減

災の機能を兼ね備え、 復興を象徴するような空

間とする必要がある。

　野田村で予定されている都市公園事業においては、 震災の復興記念公園であるとともに、 復興にむけた

地域の活性化や高台移転などによって分断されたコミュニティの再生を行える場が必要である。 そこで私たち

は都市公園において、 「野田村の人々をつなぎ、 人々の記憶を紡ぐ場」 をコンセプトに提案を行ないます。

■分　析 ■整備方針

■将来の交通形態

○分断されたコミュニティ再生の場

○人口減少など、地域の衰退に対応できるような元気な

　村

現状分析

将来像

米田地区

城内高台地区

南浜地区

土地区画整備事業

ゾーニング

新交通システムの提案 運用体制

村内の整備

歩行者ネットワーク

断　面

○子供の遊び場がない ○都市公園からの避難誘導
　ヒアリングによると、 震災以降村内のにおいて野田村

の子どもたちが遊べる場が喪失しており、 役場前など

の道路で子どもたちが遊んでいる光景が見られた。 今

後の子育て環境の観点からも子供の遊び場の整備は

急務である。

　都市公園事業予定地は三陸鉄道と国道４５号と新たに設けられる第３堤防の間となっており、 また、

十府ヶ浦の海沿いに新たに１４ｍの第１堤防が設けられる予定である。 野田村の村民に身近であった

海が堤防によってより離れることとなる。 そして、 今回の震災の津波においては海岸線沿いのものが

流され市街地が破壊された経緯から、 恒久的なものの建設は難しい。

　沿岸部にいる村民に加え、 沿岸部を通る国道から公

園を通った避難の仕方を考慮する必要がある。 また、

都市公園からの避難誘導をしっかり整備することによ

り、 村からの海に対するアクセスの改善を図る。
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＜事業区画凡例＞（予定）

浸水地区
（災害公営住宅対象地区）

高台移転事業

堤防建設予定地

災害危険区域
災害集団移転推進事業
災害公益住宅事業対象
地区

都市公園事業

土地区画整理事業
災害公益住宅事業対象
地区

土地区画整理事業
災害公益住宅事業対象地区

中心市街地から十府ヶ浦へ
の抜け

米田地区

城内高台地区

南浜地区

土地区画整備事業

＜事業区画凡例＞（予定）

浸水地区
（災害公営住宅対象地区）

高台移転事業

停留所

[ 提案 ]

新交通システム走行区間

新交通システム乗降場

災害危険区域
災害集団移転推進事業
災害公益住宅事業対象地
区

都市公園事業

土地区画整理事業
災害公益住宅事業対象地
区

維持・管理

共同農地

村　民
農作業

したい人

□追悼・祈念ゾーン

□メモリアルパーク

□プレイパーク

□親水パーク

□共同農地

□生涯学習パーク

□フラワーパーク

□ビューポイント

□原風景保存地区

□追悼・祈念ゾーン

□メモリアルパーク

□プレイパーク

□親水パーク

□共同農地

□生涯学習パーク

□フラワーパーク

□ビューポイント

□原風景保存地区

　野田村の震災を後世に継承するためしていくため

に、 追悼と祈念を行えるゾーンとする。 また、 記念

碑を中心市街地の近くに設けることによって村民がい

つでも行くことのできるような場となる。

　堤防と堤防に都市公園事業のエリア内において中

心市街地と密接するこのゾーンには、 人々が十府ヶ

浦とプレイパークと追悼 ・ 祈念ゾーンへと通づる場と

なる。

　野田村内のおいて不足している子供の遊び場とし

て、 プレイパークを整備する。 中心市街地への避難・

第３堤防を伝っての避難と避難路を整備することに

よって村民が訪れやすい場とする。

　川とプレイパークと隣接するこのゾーンにでは、 川

に開けた親水パークとする。 また縁に第３堤防から第

２堤防へと抜ける盛り土を行い、 遡上した津波への堤

防ともなる。

　このエリアでは、 村内の共同のうちとして整備する。

これは、 震災によって農地を失った村民がの農作業

を行う場となる。 また、 共同で管理することよって村

内、 村外の老若男女のつながりができる。

　村内の外部で行える生涯学習をここで行えるように

整備するとともに、 村民が集えるような多目的の場と

する。

　このゾーンには花を植えることにより、 復興の象徴と

なり新たな野田村の顔となる。

　このゾーンは十府ヶ浦を一望できるとともに、 訪れ

たひとがゆっくり休める場とする。

　このゾーンは、 原風景を保存する地区とする。
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メモリアルパーク （追悼 ・祈念ゾーン、 プレイパークゾーン）

共同農地 （田んぼアート）

　堤防と川に挟まれたこのゾーンには、 追悼の場を

設けます。 参道からのにぎわった雰囲気のまま誘わ

れるように公園内へと入っていきます。 ここには広

場の空間的機能を持たせて、 記念碑へ、 または海

へと向かう心構えをしてもらう場としている。

　都市公園事業において提案する共同農地におい

ては、 高台移転などでばらばらとなった村内のコミュ

ニティを結ぶ新しい場のひとつとして利用される。 ま

た、 田んぼアートを行うことによって復興の象徴とな

ります。

　村内で農作業をや

りたいにもかかわら

ず、 農地を持てな

い村民に対してこの

農地を利用してもら

うとともに維持 ・ 管

理をしてもらう。

土地区画

整理事業
都市公園事業 十府ヶ浦
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の 

場

十府ヶ浦において砂祭りを行なっている様子。 生涯学習パークにおいて出店が出ている

泉沢停留所

下米田停留所

役場前停留所

至 陸中野田駅

・運転手と乗客が積極的にコミュニケーションを取り、個人個人

に適した交通サービスを提供している。

・運行本数が少ない（車両が１台しかない）。

・公共交通同士（村内を走るバス、三陸鉄道リアス線）との接続

がはかられていない。

・利点である積極的なコミュニケーションが行かされる環境とする。

・いかなる人でも時間を気にせずに目的地へと気楽に移動できるようにす

る。

・三陸鉄道リアス線との連携が図れるようにする。

　岩手県野田村は中山間地域であり、交通に対し       て行政が介入するも採算

が取れず、維持管理といった負担を賄うことができないことから、周辺住民にとっ

て利用しづらい運行形態を強いられている。

　そこで、現状の交通ストックの利用や周辺住民の力を合わせることによって負

担を出来る限り抑えつつ交通体系の改善を考えていく必要がある。

魅力

課題点

高台への公共輸送サービスを達成する

　高台移転への輸送サービスを既存の交通 （コミュニティバス） のみで達成しようとする場合、 車両が１台しかないことから、 既存の交通ストックのみで

は高台移転を行った場合、 運行距離の延長によって運行時間が増大し運行密度の更なる減少 （輸送サービスの低下） が考えられる。

　岩手県口内町の有償ボランティア運送システムを参考に野田村にお

ける新システムの運用体制の確立を図る。
○既存交通と新交通システムの役割を明確に作成す

る

○高台移転から他の重要拠点へ向かう時、 バス待ち

時間を快適に過ごせつように中心市街地内に歩行者

ネットワークを作成する

○全ての心交通システムに頼るのではなく、 既存交

通も残す方向で考えることで交通ストックを有効活用

する

野田

和野

下安家

城内地区

南浜地区

米田地区

コミュニティバス

新交通システム

　野田 ・ 和野 ・ 下安家といった村内の需要拠点のみを結ぶ交通

とする。 停車場所を少なくすることによって、 さらなる運行頻度の

増加を期待する

　書く高台団地と中心市街地（野田）を結ぶ交通を創設する。 ディ

マンド型の輸送サービスとすることで利用者の好きな時間に領す

ることができる

　口内町の交通システムは 「生活の足」 をボランティア・ドライバー （研

修を受けた町民） が確保する送迎サービスである。 このシステムの特

徴は既存の公共交通のサービスを補完し、 輸送サービスの向上が様々

な理由で見込めない公共交通を支持できることである。

野田村における運用体制

指定ドライバー 指定ドライバー 指定ドライバー 指定ドライバー

交通システム管理本部

（管轄 ： 役場職員）

城内団地居住者

（利用希望者）

輸送依頼 輸送依頼 輸送依頼

輸送依頼

受諾

時間調整

時間指定

利用依頼

ドライバーの案内

※ 役場職員は、①指定ドライバー

②利用者の運賃負担を決定する事

ができる

※ 指定ドライバーは、 １年に１度、

ドライバー講習を受ける

　野田村における新交通システムもこの方式を採用する。 実際に野田

村村内に口内町のシステムを導入した場合以下のことを意識する必要

がある

○中心市街地内の乗降場所を決定する。

○利用者の負担料金を役所の独断で決めるのでは

なく、利用者、指定ドライバーを含めた地域住民

と共に決定する。

○システム管理本部が指定ドライバーを管理でき

るようにする。（飲酒運転の防止、一定の輸送サー

ビスの確保）

新交通システム乗降場

中心市街地

野田村役場

コミュニティバス

　各団地内にボランティアドライバーを配置する（３人以上が望ま

しい）。原則的にはドライバー間で１日における運転可能な時間を分

担し、どの時間帯でも利用できるように配慮する。

　旧商店街（愛宕通り）と公園予定地の駐車場部分の二箇所に乗降

場を設け、新交通システムはこの乗降場と高台団地のピストン輸送

を原則とする。

　市街地内に存在する乗降場に１・２台程度、車両を用意をしておく。

これは、市街地内の交通需要に対応することはもちろん、陸中野田

駅から訪れる外来者への対応も行う。

　高台団地・中心市街地・都市公園・陸中野田駅から新交通システ

ムを利用したい者の予約を一括して管理する。予約が全ての人が行

えるように通信設備を整備する。

　運行経路は現状と変わらないが、二箇所の新交通システムが停車

する乗降場にバス停留所を設け、既存との交通システムとの接続を

する。　

　歩行者ネットワークは市街地内における「バス待ち時間をいかに

楽しく過ごせるか」ということを念頭におき、バス待ち対象者を選

定し、待ち時間ごとに行える活動を考察、そして考察結果を人の移

動限界である半径 300ｍ圏内に落としこむことで歩行者ネットワーク

を構築することとした。

高台団地

役場前停留所

３０分ネットワーク １時間ネットワーク ２時間ネットワーク
　来訪者が気楽に利
用できるオープンカ
フェを設置し、僅か
な時間を潰す

　中央公園では、愛
宕商店街で購入した
ものを用いてピク
ニックや散歩が行う

　徒歩移動が困難な
ため施設利用を証明
するれば新しい交通
システムを無償で、
できるようにする

公園・交通班 Vol.１

Vol.２ Vol.3

■参加者

三上真史  村上早紀子  谷本佳樹  田上晃央  

後藤有伸  葛西甫彦  藤田雄大  中岫春花  

斎藤美紀

玉川英則 （首都大学東京）        市古太郎 （首都大学東京）        永田素彦 （京都大学） 

河村信治 （八戸高専）             馬渡龍 （八戸高専）                北原啓司 （弘前大学）

李永俊 （弘前大学）             飯考行 （弘前大学）                  野澤康 （工学院大学）

講師・専門家

参加者

＜弘前大学＞

＜八戸高専＞

＜工学院大学＞

＜首都大学東京＞

＜社会人＞＜大阪大学＞＜京都大学＞

小笠原聡志  小比類巻久恭 粒来雄貴  渡部貴大

奥谷貴  有馬秀  大坂元気  泉拓也

尾崎美咲  工藤奈那美  池田瞳  小船茉里奈

助川未紀  谷口舞  西塚真子  北村美希  

外山李沙  渡部萌 

仁藤秀俊 （静岡県庁）塩田朋陽

（敬称略・順不同）

岩田暁  池田洋輔  酒井勇人  高橋司

山下純哉  山田真哉  大高佑貴  大平裕貴

山崎信幸

大島和之  水上小紀子  前田晴香  平野有良

岡智史  大石裕貴  竹下倫平  黒澤佑太

岩阪英将  サチルラト  角谷学  烏海活哉

大久保智

小島三季
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野田村役場

陸中野田駅

愛宕神社参道

本町通り

野田湾

鳥居を中心とした４つの道

鳥居

I N T R O D U C T I O N

P R O P O S A L １

本町通りの再整備

・本町通りは村の中心部で大きな被害を受け、今後復興を進めていく中で重要な

場所である。

・それに対して私たちは村の中心として活気のある歩行者専用道路を整備するこ

とを提案する。

・通過交通は、主要地方道山形線から役場前を通る道を、海岸方面へと延ばすこ

とで排除する。

・住民所有車の動線としては住宅の裏に道路を通し、本町通りは村の顔としての

活気あふれる歩行者のための村づくりとする。

・現在提示されている計画によると本町通りの幅員は 15mで、主に車での避難

路としての位置づけである。平時ではＲ45への通過交通の割合が多くなること

が予想される。

村 の 顔 の 再 興

村 の 中 心 に あ る ４ つ の 軸 が 混 ざ り

合 い 野 田 村 の 中 心 に 人 が 集 ま る

以前は村最大の祭りが行われていたが、震災により本町通りは流され

てしまった。そこで震災復興を機に本町通りを歩行者空間として整備

し、その上で人が集い交流する場を創り出す。

・歩行者専用道路を整備し、まち並みを統一させる。

・もっきり等の以前の野田村での交流の形を空間に取り入れる。

・野田村における祝祭性を取り入れる。

行政機能拠点
野田村の行政機能が集約した場所。

現状の機能として、役場、図書館、体育館、総合センターが

集約されている。

駅へ通じる道
現状の機能としては、理容店、スーパーマーケット、雑貨屋

等の生活を支えるための店舗が集積している。

完全に崩壊した建物は少ない。震災以降も多くの店が再開し

ている。

本町通り
かつての村の顔であり、この道で行われる祭りには村内外か

ら多くの人が集まる。

比較的生活水準が高く、特に祭事には村外から野田村に入っ

てくる人が多かったため村内ではハイカラな通りであった。

愛宕山参道
現在祭りが行われている道。歩行者専用道路であり地面はタ

イル貼りである。住宅を中心として生活に密着した店舗が少々

ある。住民は昔からここに住む人が多く地縁が強い。目の前

の本町通りとは明確に違いが認識されており、参道と呼ばれ

るのはここの通りだけである。

野田村中心部の構造 ～４つの道～

・本町通りの復興を機に４つの道がさらにつ

ながりを持つことができれば村の魅力の向上

につながるのではないか？

・現在村の中心部では鳥居を中心として性格

の異なる４つの道が存在する。

・また本町通りは、村の中心部で大きな被害

を受け、今後復興を進めていく中で重要な場

所である。

S U R V E Y ２S U R V E Y １

□不安と願い
・高台移転することで、元あった野田村中心部が衰退してしまうのではないか

という不安を抱えている。村の中心を復興したいがどうしたらいいかわから

ない状態。

□以前の暮らし
・“もっきり” と呼ばれる酒屋でお酒を買ってその場で飲み楽しむ習慣が村の

中でのコミュニケーションツールであった。

・本町通りで行われていた祭りでは、村の外からも人が来て非常に活気づく

が、昔と比べると規模が小さくなってきていた。

・本町通りの商店街は震災前から衰退傾向にあり、復興の際は新しい商店街

のあり方を提示する必要がある。

□現在の暮らし

・住宅再建のニーズが高く以前の土地に住宅を建て戻ってきたいという人も

多くいる。

・古くからある祭りや毎月６がつく日に開催される６日市などには多くの人

が集まり活気がある。

・まるきんの屋内スペースには子供が集まり、交流の場となっている。

・買い物も久慈の方でまとめてしてしまう。

ヒ ア リ ン グ

海への視線 鳥居への視線

ヒアリング風景ヒアリング風景

本町通りの現状

フィールドワークまとめ作業

M I S S I O N

V I S I O N

C O N C E P T

P L A N

W H Y ?

W H A T ?

H O W ?

HOW  T O ?

明内川

野田村役場
　  方面

海岸方面

鳥
居

主要地方道野田山形線

海岸方面

愛宕神社参道

本　町　通　り

…商業ゾーン

…住居ゾーン

…公共施設ゾーン

…災害公営住宅ゾーン

…公園・広場

…建物

行政機能拠点

駅へ通じる道

・本町通りを、祭事平時共に様々な地域の住

民が集う場とすることで、４つの色が混ざり

合う野田村を象徴する場にする。

陸中野田駅方面

…通過交通

…住民所有車の導線

…歩行者専用道路

倉庫

倉庫

共同倉庫

倉庫 倉庫

ブックカフェ

カフェ本屋

本町通りパース

15000

現状の計画案

私たちの提案

　村の顔としての活気ある歩行者空間を形成するため、計画案にある避難路としての位置づけもある 15mの４車線道路に対して、

10mの歩行者専用道路を提案する。歩行者専用道路を提案するにあたって、平時の豊かな歩行空間と、祭事の祝祭性が両立する

よう意識した。両脇の店舗含め来訪者が一体となれるような幅でありながら、野田村の祭りに欠かせない山車が通ることが可能な

幅として、道路幅員を 10mとした。

　また、図のように駐車場を各店舗兼住宅の後方に設置し、車道からのアクセスをしやすいようにしている。

P R O P O S A L 2

6000
車道

100006000

倉庫 倉庫

車道 歩行者専用道路

　建物と建物の隙間は、隣の店から滲みだした要素が混ざり合い、

新たな機能を通りにつくり出す共有スペースとする。

　人のアクティビティを生む仕掛けを構築すると同時に通りに顔を

与えつつ通りの隙間を埋めていく。

　各店舗の後方に駐車場を設置し、表から車

を排除しながらも、店舗経営がしやすいよう

に配慮する。

　また、通りの裏手には本町通りを利用する

村民が車で来ることが出来るように共同の駐

車場を整備し、村民のアクセスのしやすさに

も配慮する。

お客さんの共同駐車場

お店の方の駐車場

　他の隙間の部分には、野田村での暮らしに

重要な要素である倉庫を共同で利用し、通り

の裏の有効活用を図ると同時に野田村の暮ら

しに適応する構成をつくり出す。

住民の共同倉庫

倉庫

倉庫

車道

車道

歩行者

専用道路

例えば…

　本屋とカフェの間の空間であれば、カフェのテラス要素と本を読

むスペースが組み合わさったブックカフェとなる。

　あるときは待ち合わせ場所に、あるときは村人が共同作業を行う

作業場となって賑わう。

　

　また、あるときは野田村の交流の形である ”もっきり ” を再現すべ

く、隣の居酒屋と雑貨屋から肴になる食材と七輪を借りてきて大い

に語らう姿が通りを彩る。

歩行者専用道路と裏を

つなぐ小路

　本町通りへの来訪者は、建物の脇を抜けるこ

とで、歩行者だけが歩行者専用道路と裏にある

車道を簡単に行き来することができる。

P R O P O S A L 3 P R O P O S A L 4

祭りの山車 祭りの様子

P R O P O S A L 5

P R O P O S A L 6

食堂

共同作業場

茶屋

本屋

共同倉庫

服屋

のだ塩

魚屋

八百屋

花屋

のだ焼

宝石店

半屋外の共同作業場や共同キッチンでは、料理・会話・休憩等を目的として、

近所の人が集まる場所となる。

共同作業場は誰でも入ることができるため、待ち合わせスペースとしても活用される。

配置計画

・共同スペース

2～ 3件ごとに共有スペースを設ける。

①共同作業場

②共同倉庫

各々の店舗が野田村または他店舗や共同スペースと関係し、

住民の交流を図る計画とする。

・食堂

野田塩・魚屋・八百屋から食材を仕入れる。

・のだ塩

野田村の名物のだ塩を扱う店舗。

・魚屋

野田村で取れた魚を扱う店舗。

・八百屋

野田村の畑で採れた野菜を扱う店舗。

・茶屋

半屋外のスペースでもくつろげる空間。

・のだ焼

野田村の名物のだ焼を扱う。

のだ焼作りの体験を行うことができ、宝石店と工房を共有する。

・宝石店

野田村で取れるマリンローズを使用した宝石を扱う。

・服屋

・本屋

・花屋

中心市街地班 Vol.１

祭りと避難訓練班 Vol.１

　□避難場所の改善案　～住民に親しまれる空間創り～

□避難場所の問題点

□提案のプロセス

安心・安全に暮らせる村づくり
　　災害に強い村づくり

避難場所の改善案

小単位のコミュニティ向上に関する提案

村民の「持続的」な防災意識の向上

津波避難のしやすい空間創り

コミュニティのつながりの向上

目的

要素

提案　ハード＆ソフト

・提案フロー

避難経路及び周辺環境の整備状況

電灯の充足程度

標識の充足程度

上図　野田村中心部復興パターン

フィールドワーク

各避難場所の問題点の把握

特定の避難場所における改善案の提案

■避難場所の改善案  

上図：公園イメージ

⇒ ⇒

考慮すべき 3点

⇒
⇒

⇒

Vol.２

Vol.３
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共同菜園では野菜を育て、収穫時期には

収穫祭を隣の作業場兼調理場で行い、住

民同士で丹精を込めた野菜をふるまいま

す。もし農業経験者がいた場合、初心者

の人に教えたり、道具の使い方、肥料の

ことや収穫時期といった基礎的な知識、

技量を教わります。家だけでなく外に積

極的に出て、ご近所同士で農業について

や、世間話を話す場として大いに有効で

あることと、体を動かし、人と触れ合う

ことで生きがいや楽しみにもつながりま

す。

集会室の使い方の多様性
８畳を１部屋の単位として、建具を開閉することにより集会室の

広さや形を変えることができます。

少人数での会議

少人数での集まり &
大人数での会議の同時使用

大人数での会議

大人数での宴会など

インタビューから
インタビューなどから、このような交流施設を「まちの駅」と
しても活用し、これらの施設を通して、問題に対し解決を図る
ことができると考えました。

高台団地のまちの駅 他地域のまちの駅

Give・活動場所、モノ、交流、情報

Take・活動場所、モノ、交流、情報

高台団地のまちの駅 サロン「あづび」

高台団地のまちの駅 サロン「あづび」

Give & Take
Step1.　まずは近いところからの繋がりを作っていきます

他地域のまちの駅

Step2.　Give & Take により情報の発信が進み
 　 他地域のまちの駅とも繋がりがつくられます

情報の発信

Give & Take
情報の発信

まちの駅について

Give & Take
まちの駅間でのGive & Take で他の地域の集会所と交流を図り、
高台団地の居住者の交流や地域の情報を交換します。 
　　  
　  
     

まちの駅として活用

高台団地のコミュニティの問題点

まちの駅構築のフロー

 門前小路にある「サロン あ
づび」では仮設住宅に住んで
いる方やサロン周辺に住んで
いる方が集まり、町内会の枠
を超えた様々な交流が行われ
ています。

高台団地内ではその地理的要因
により団地内部で交流が完結し
てしまい、他地区との関わりや
情報発信ができないという恐れ
があります。

提案内容

活動場所の提供

モノの提供
例：野菜。活動で作った物など。

人の交流の機会の提供

Give・・・ 

Take・・・

情報の提供・拡散

厨房

土間

wc wc

納戸 集会室（土足）

集会室（畳）

事務室

○地域情報の提供

○誰でも自由に利用可

○地域内交流・
地域間連携を促進

○休憩場所の提供

○誰でも使えるトイレ
がある

○案内人が常駐

高台団地のまちの駅 他地域のまちの駅

まちの駅の条件
まちの駅とは、地域住民や来訪者に地域情報を提供する機能を備
え、人と人の出会いと交流を促進する施設です。また、まちづく
りの拠点となり、まちとまちをつなぐ役割ももっています。まち
の駅は主に次のような機能を備え、様々な活動を行なっていく拠
点となります。

まちの駅にはキーパーソン
として案内人が常駐します

キーパーソン（案内人）

ネットワークのイメージ図

キーパーソン
（案内人）

○誰でも使えるトイレ

○案内人が常駐

点となります。

○誰でも自由に利用可

○誰でも使えるトイレ

Free

ことができると考えました。

サロン「あづび」

高台団地でもまちの駅を運営し地域間交流を図る

役割としては次の事項などがあります
・まちの駅の運営
・まちの案内人
・他地域との交流のサポート

貯水池と広場、まちの駅が一体的に利用され

ることをイメージしています。人々の活動が

ここにくれば垣間見ることができ、誰かに会っ

たり、友達と遊んだり、まちの駅の縁側で世

間話をしたり .... そんな人との触れ合いがここ

の地域を育てます。また、団地の南側に位置

しており、周辺の居住者が貯水池に来て、市

場を利用したり、イベントに参加したり、広

場に来て友達同士が遊んだり、まちの駅でお

茶会をしたりと内部だけでなく、外との関係

も育み、今まで以上に野田村の絆を深める場

として使われることを想定しています。　

まちの駅は常に開いており、

誰もが入りやすく、利用のし

やすい施設です。集会室は表

玄関からすぐにある主に外来

者の対応をする部屋と、地域

住民の会議や団欒に使う部屋

の 2種類があります。また、

建物両側には庭に面する縁側

があり、施設の中での活動が

分かりやすくなっています。

また、縁側は軽い休憩や団欒

のできる物になっています。

貯水池のイメージパース 菜園の活動イメージ

まちの駅の内部イメージまちの駅外観イメージ
団地にお住まいの方、外来者のすべて

の人に利用されることを目的とした空

間です。ここでは自由に本を読んだり、

勉強したりと個人としての活用もでき

る一方で、世代の違った人同士の会話

を促す場所となることで、幅広いコミュ

ニケーションと双方に刺激あるライフ

スタイルを送ることのできる空間を提

供し、住む場所、年齢、性別に関わら

ず野田村の絆を深める場所となります。

はじめに

貯水池と広場、まちの駅が一体的に利用され貯水池と広場、まちの駅が一体的に利用され

ることをイメージしています。人々の活動がることをイメージしています。人々の活動が

まちの駅は常に開いており、

誰もが入りやすく、利用のし

やすい施設です。集会室は表

玄関からすぐにある主に外来

者の対応をする部屋と、地域

住民の会議や団欒に使う部屋

の 2種類があります。また、

建物両側には庭に面する縁側

があり、施設の中での活動が

分かりやすくなっています。

また、縁側は軽い休憩や団欒

のできる物になっています。

貯水池のイメージパース

まちの駅外観イメージ

高台団地まちの駅　平面図　
このまちの駅には、来訪者に開放する集会室と地域住民の方が会議や団欒に使う集会室の
2種類の集会室があります。団欒・休憩の場としての利用もすることができます。

大人数での会議

寝室

洗面
脱衣 風呂

L

WC

k

土間

玄関スペース

収納スペース

D

作業スペース

寝室

寝室

洗面
脱衣

風呂

L

WC

k

土間

玄関スペース

収納スペース

D

作業スペース

寝室

寝室
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作業場
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共同菜園広場

別ユニット

ランチの場所

共同花畑

通行人の引き込み
庭へ来た人への
ディスプレイ

入口の憩いの場

共同ビニールハウス

共同倉庫・作業場別ユニット

収納スペース収納スペース収納スペース作業スペース作業スペース作業スペース

ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイ
土間土間

収納スペース収納スペース収納スペース収納スペース収納スペース作業スペース作業スペース

ディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイディスプレイ

収納スペース収納スペース収納スペース

作業スペース作業スペース

住宅配置のダイアグラム　コミュニティスペースの創り方

住宅模型　S=1：100

寝室

洗面
脱衣 風呂

L

WC

k

土間

玄関スペース

収納スペース

D

作業スペース

寝室

車道

■3～４人用住宅

Ⅰ　型住宅（約73㎡）
長細く建てることで、南面からの光を内部に取り込むことができる明るい住宅。

寝室 寝室

L

k

土間

玄関スペース

自由スペース

D

洗面
脱衣

風呂

WC

作業場

ポーチ

車道

中庭、土間を中心としたプラン。外部との関係がつながりやすい住宅。
L　型住宅(約70㎡)

洗面
脱衣風呂 L

WC

k

土間
玄関スペース

収納スペース作業スペース

寝室

洗面風呂

収納スペース収納スペース収納スペース

車道

■１～２人用住宅（約50㎡）
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D

作業場

ポーチ

寝室 寝室

洗面
脱衣

風呂 WC

寝室

車道

■４～６人用住宅(約80㎡)

居住者数別の住宅のプランニング

住戸の配置計画

住戸同士を道路側ではなく、内側にひら

き、住戸が向き合う方向に縁側を設けま

した。ご近所さんやご友人と少し腰をか

けて小話ができるようなアクティビティ

を創出することを期待しています。コの

字や i の字型の住宅を連続して配置する

ことで、決まった場所に限らず、住民同

士の会話がなされることでしょう。

遊歩道通行人への
ディスプレイ 遊歩道

■小規模単位のコミュニティ力の向上
災害時に適切に行動するためには、日ごろからの小規模単位の世帯同士のつながりを築くことが必要であるため、
以下の取組みを提案する。

野田村　チーム(近隣世帯）対抗駅伝大会

開催時期：11月
開催場所：野田村
参加単位：地区毎(1地区3チームまで)

経路：御台場公園
　　　↓　Ａ　～20代　
　　久慈工業高校
　　　↓　Ｂ　～10代
　　浄水場跡地
　　　↓　Ｃ　～50代
　　旧ＪＡ野田米倉庫前
　　　↓　Ｄ　～40代
　　野田中学校
　　　↓　Ｅ　～30代
　　野田小学校
　　　↓　Ｆ　～50代
　　大沢秀美様宅前
　　　↓　Ｇ　～20代
　　愛宕神社前

○リヤカーを使用した高齢者搬送の避難訓練イベント

　東日本大震災においても高齢者の死亡率が約7割と高い割合を
示しており、近隣住民が、高齢者をリヤカーにより搬送するような
イベントが必要であると考えられる。（写真は宮崎県宮崎市で実際に
行われた避難訓練の例）

○室内安全アドバイザー制度

　小規模単位のコミュニティの代表世帯が室内安全について学習し、
コミュニティ全体に周知及び定期的な室内安全の確認(アドバイザー
による各戸訪問）を行うことでコミュニティ内の繋がりを強化する事を
目的とする。

訪問時の確認内容例
・家具の転倒落下防止対策の実施状況
・家具の向きや配置の安全性
　
訪問を行うことにより、身動きの取れない方や身動きの取りづらい方への
声掛けにもなりコミュニティ力の向上に繋がる。

○共同花壇→地域に共同で手入れする花壇を設けて、人々のつながる
場面を増やし、コミュニティ力を上げる。

Vol.2 Vol.1

Vol.2 Vol.3

Vol.1

・50.8

・40

・20

・12

・14

Good
 
①中央に公園があるのはアクティビティを作るためには良い。
②区画割りが曲線なため街並みの均質化が起き過ぎない。
③県道に対する緩衝として4mの緑地が確保されている。
④歩行者用道路が随所に配置されている。

Bad
①自動車道路が中間にないため北側に行くには不便である。
②公園のに自動車道路が通っており公園を二分している。
③道路の計画上不便になりうる。つなげたほうが良い。
④集会所の場所の妥当性。

●城内高台計画案の分析

・集会場の規模と用途、プラン
・災害公営住宅及び自主再建住宅のプランの検討
・計画案以外の必要な用途
・公園の非常時における使われ方
・高台団地の管理・運営

●提案の領域

・行きやすく場所による差が出にくい・周辺住民が入るところを制限できる
・市街地の人が見やすく来やすい　
・調整池を一体的に利用できる

●共用スペースを 2つにわけるタイプ ●１つにまとめたタイプ

　  地形を読み取って、それぞれゾーニングの作業を行いました。調整池、県道を前提として位置を定め、広場、集会場といった機能はどこに置かれるかで大きくプランニングが変わること
から、広場の位置で分類した結果が以下になります。（メリットを青字、デメリットを赤字とする）

・敷地の中心に二箇所広場を設けることで
住民の方が利用しやすい。

・長細い広場があることで、いろんな活動
を同時にうまれやすい。

・調整池含め、一体的にイベントを取り入
れることができる。

・玄関口として相応しい高台の顔として賑
やかなエントランスとなる。

●提案するプランニング

●城内高台計画案

1
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引用： 第4回復興事業に係る事業関係者説明会資料

現地調査

城内高台における提案

●ヒアリング
●フィールドワーク

サロンあづびのスタッフさんと仮設住宅の住民代表Hさんにお話を
伺いました。
（住まいに関して）・選択肢があまりないから高台でも仕方ない。
　　　　　　　　・高台に住むのが最も安全。
　　　　　　　　・年齢関係なく村に残りたいという人は多い。
　　　　　　　　 ・土地よりも建築面積を増やしてほしい。
　　　　　　　　・家賃は収入に合わせて設定してほしい。
　　　　　　　　　年金暮らしには厳しい。
　　　　　　　　・野田村であっても隣人を知らないことはある。
　（生業に関して）・久慈に働きに出る人が多い。
　　　　　　　　・農業漁業を新たに生業とする人はあまりいない。
　（仮設について）・仮設ではイベントが毎日のようにあって忙しい。
　　　　　　　　・利用者は女性が多い。お茶会は週数回やっている。
　　　　　　　　・幼稚園５~６人、小学生１３人と子供の姿はある。

城内高台団地は伐採が開始
され、それが終わると造成
が始まります。対象地の南
側は田園風景が広がってい
ます。北側は川を挟むと住
宅や田園風景が広がってい
ます。

サロンあづび
＝高齢者の安否確認、高
齢者の認知予防に手芸教
室開催や福祉輸送を生業
とした団体。職員はヘル
パーの資格を有し、社会
福祉協議会、包括セン
ターの足りない部分を埋
める役割。 城内高台の風景

高台南側に広がる田園風景

高台北側の景観

高台移転の現状分析　　

高台班の提案として
以上の 5パターンの特徴を踏まえ、この
ようなゾーニングが内と外とのつながり
を生み出すと考えました。　　　　

・長手方向の開放感がうまれる

まちの駅
団地内部で交流が完結してしまわな
いように、他地区との関わりや情報
発信するための拠点。

グループハウス兼展望台
独居老人の方が複数人で住ま
い、お互い助けあいながら寝
食を共にする施設。

共用駐車場
居住者によって車の利用台
数が異なるが、各世帯の敷
地は限られるので、３台有
する人用に共用駐車場を設
ける。

調整池
まちの駅と連携して、市
場やイベントスペースと
しても利用できる。
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バス停
P

菜園

作業場兼調理場

久慈工業高校グランド

作業場兼調理場作業場兼調理場作業場兼調理場

N来客用住宅
お盆や正月等に帰省してくる方
で、もし居住スペースに泊まる
余裕がない場合に利用できる。
　　

静的な広場
グループハウスの隣に位置
し、その利用者の方も利用
できるような静かで落ち着
く空間をイメージしている。

動的な広場
子どもたちが中心に集まって、楽
しく自由に遊べる広場。隣接して
作業調理場もあり、イベントス
ペースとしても利用できる。

菜園と作業調理場
野菜を育てることができ、
収穫した際には隣の作業兼
調理場を利用して住民同士
で収穫祭を楽しむ。

緑道
きれいな田園風景や遠
景の眺望を愛でながら、
散歩や運動として利用
する道。

・城内高台のゾーニング、区画割り
　→公園を中心とした配置計画
・住宅の設計・施設設計
　→住宅内部と外構のつながりや施設の使われ方を設計する
・計画案以外の用途配置
　　グループホーム、菜園、作業場

・高台移住は顔見知りでない人も近所に住むことになる。
・子供が思った以上にいることがわかった。
・仮設ではイベントを数多く開催し、コミュニテイを大
事にしている。

人と人との繋がりがとても重要。内部だけでなく外の
人を呼び込んだり、市街地とのつながりがこれからも
ずっと続くような提案が求められる。

●ヒアリング内容のまとめ

住宅配置について
公営住宅と自力再建住宅を分けてしまうと、
住宅デザインに差異がでてしまうので、団
地の統一を図るため、公営と自力を混ぜた
配置計画とします。

・必要に応じて一体的な利用が可能
・遠い住宅（東側）が出てくる ・住民の利用が偏る ・調整池を使いづらい ・公園への距離が遠い人が出てくる ・周辺の人にとっては閉鎖的

■高台居住のメリット
・防災上、安全で安心に住むことができる。
・孤独死や引きこもりを減らすことができる。
・イベントなどの共同作業で意欲向上が見込める。
・将来的に不動産価値が出るかもしれない。

■高台居住のデメリット
・被災前のようなコミュニティが形成されにくい。
・居住地が市街地から離れてしまう。

●高台居住のメリット・デメリット

●城内高台団地計画　留意点

交流
周辺地域高台

つながり
交流

主要道路

歩行者用道路

緑道

広場

住戸でのつながり

広場でのつながり

外とのつながり

海とのつながり

住戸ユニットの中心で住民
たちが会話をしたり、花の
手入れをしたり、様々な活
動がうまれる。

細長い計画が同時多発的に
人々の活動をうみだす。調
整池、まちの駅の一体的な
活用が見込まれる。

内部で完結するのではなく、
周辺住民も受け入れる受け
皿としての役割を果たす。

展望の役割をなし、市街地
を望むことができる。緊急
時は海の様子を把握し身の
安全を守る。

高台移転班
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